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委員会受付印

記載注意

記
載
事
項
を
訂
正
、

改
ざ
ん
し
た
も
の
は
受
理
で
き
な
い
。

届
出
者
の
記
載
な
き
欄
、

物
件
の
記
載
な
き
欄
に
は

届
出
者
の
氏
名
、

住
所
等
欄
、

土
地
の
所
在
、

地
番
、

地
目
及
び
面
積
等
欄
で
、

こ
の
用
紙
に
全
部
を
記
載
で
き
な
い
と
き
は
継
続
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
。

「

転
用
の
目
的
に
係
る
事
業
又
は
施
設
の
概
要
」

欄
に
は
事
業
又
は
施
設
の
種
類
、

数
量
及
び
面
積
、

そ
の
事
業
又
は
施
設
に
係
る
取
水
又
は
排
水
施
設
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。

関
係
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
「

氏
名
」

欄
に
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
を
、
「

住
所
」

欄
に
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
、
「

職
業
」

欄
に
そ
の
業
務
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
。

農地法第５条第１項第6号の規定による農地転用届出書 （正）

令和
泉大津市農業委員会会長　様

譲受人
（被設定人）

氏名 (
ほか

５ 年 ４ 月 1

名

)届出者全員の詳細は

下記のとおり

以
下

余
白

譲渡人
（設定人）

氏名 (
ほか 名

)届出者全員の詳細は

下記のとおり

を
記
載
す
る
こ
と
。

　　下記によって転用のため農地（採草放牧地）の権利を設定、移転したいので、農地法第５条第１項第6号の規定により届け出ます。

 1. 届出者の氏名、住所及び職業
氏　　　　　　　　　名 住　　　　　　　　　　　　所

譲渡人 小津　華子 △△市○町□丁目××

備考

譲受人 泉大津　太郎 ○○市□町×丁目△Ü△

譲受人 泉大津　耕次郎 △△市○町□丁目×Ü×

耕       作       者
登記現況 ㎡ 氏     名 住             所 氏    名 住     所

 2. 土地の所在、地番、地目及び面積並びに土地所有者及び耕作者の氏名、住所

土   地   の   所   在 地   番
地   目 面 積 土   地   の   所   有   者

△△市○町□丁目××泉大津市○町△丁目 ○-○ 田 畑 350 小津　華子

合計 １ 筆 ３５０ ㎡ 田 ３５０

設定 ・ 移転 届出受理後 永年する契約の内容

㎡
権利を設定、 権 利 の 種 類 権利の設定、移転の別 権利の設定、移転の時期 権利の存続期間 そ の 他

㎡、 畑 ㎡、 採草放牧地

 5. 転用することによって生ずる付近の農地、作物等の被害の防除施設の概要

周囲に農地がある場合：「付近農地に影響のないよう工事を行います。万一、問題
が生じた場合、当方で責任をもって処理します。」等記入。
周囲に農地がない場合：「周囲に農地はありません。」等記入。

 受理通知書は届出者全員の合意により（　大阪　三郎　TEL　0123-45-6789　）が受領します。

泉大津　太郎

小津　華子

１

同左

開 発 許 可 を 要 し な い 転 用
行 為 に あ っ て は 都 市 計 画
法 第 ２ ９ 条 の 該 当 号転

用
計
画

工事完了時期 　　     年     月     日

  転用の目的に 建築物の場合…建築物の種別、構造、階数、戸数等記入
露天駐車場の場合…露天駐車場○○㎡または収容台数等を記入

  係る事業又は
  施設の概要

 4. 転用の
目   的

共同住宅・住宅・
倉庫・露天駐車場　など

転用の
時   期

工事着工時期 　　     年     月     日

移転しようと
所有権

記入例

必ず記入

現況が田畑（農地）以外の時は、始末書を添付すること。
また、既に土や砂利を入れた状態である場合は、「雑種
地」としてください。

登記簿謄本の内容と一致させること。
但し、謄本の住所と現住所が違うときは現住所を記入し、
謄本の住所と繋がる書類（住居表示証明・住民票等）を添付すること。


